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　現在栄養部には、
管理栄養士6名が在席
し、交代で外来の栄養
相談を担当していま
す。1日平均約20件
の栄養相談を行ってお
り、対象疾患は、糖尿
病、肥満症、腎臓病な
どの生活習慣病の他、

潰瘍性大腸炎、消化管術後、腸閉塞、癌、低栄養、嚥下
機能障害など多岐に渡ります。
　皆さんは栄養相談・栄養指導と聞くと、「食べ過ぎを
叱られる」「結果がでなければ怒られる」などと思って
いませんか。私たち管理栄養士は、治療のためにどう
しても食事制限を必要とする場面や、我慢しなくてはな
らない場合、どのようにすればよいのかを、患者さんと
一緒に考えて、実践に向けたお手伝いも「栄養相談」と
して行っています。食事管理の目的は同じであっても、

その方法は一人ひとり違います。ご自身にあった方法を
一緒に考えていきましょう。
　栄養相談は、その内容も多岐に渡ります。多くは生活
習慣病の改善に向けた食事管理ですが、病気の治療方
法・内容によっては食欲が落ちて体重も大きく減少して
しまった、などという事があると思います。栄養状態が
悪いと治療継続が困難となってしまう事もあるため、栄
養状態を保つための食事管理もとても大切です。そのた
め、ご本人だけでなく、ご家族の方も一緒にお話しを聞
いて頂くことをお勧めしています。日々のメニューや工
夫の他、宅配食や栄養強化食品のご紹介など、資料も
様々ご用意してあります。
　予約制となりますので、栄養相談を希望される方は、
受診された医師へお申し出ください。

受 付 時 間 所 要 時 間
月～金曜日　9：00～17：00
土　曜　日　9：00～12：00(※休診日を除く) 20～30分/回

　新年度を迎え、皆様には気持ちを新たに過ごされ
るとともに、コロナ対応・克服に心されていること
と存じます。
　今も続くコロナ禍のなかで、学生たちにとっても
制限の多い、激動の２年であったかと思います。技
能・社会性を育む最も大切な時期で充分な成長の機
会が得られてないのではと危惧されます。クラブ活
動では自主性と社会性の育成や個性の伸長など、学
生としてプレ社会的な立場で社会人としての教育・
意識付けがなされるものと考えますが、まともに活
動出来ていないのが実状です。特に医療系の学校で
は、教員と学生、先輩・後輩などの関係は、少し経
てば職場で協力し合う『同僚』となることが多く、
卒前教育の一環や卒後教育への関わりにおいてもク
ラブの役割は重要です。そして、多くの病院で行わ
れている「屋根瓦方式」という相互教育システムに
も通じる部分があります。
　医師の初期臨床臨床研修プログラムは定期的に見
直されおり、2020年度からは４週間以上の一般外
来研修が必須となりました。以前より地域医療機関
で初期研修医のみならず、学生の教育にもご尽力頂

いています。本学医学部には2015年度から毎年５
名の千葉県地域枠が設けられており、その１期生が
今年度で初期研修を修了します。地域で一緒に育て
て頂いた研修医や各種医療系の学生が当院・地域に
残り成長して教育に携わることにより、相互教育シ
ステム的な環境が医療連携の醸成にも繋がります。
この教育連携には地域住民・患者の皆様も重要な役
割を担っておられ、皆様のご理解とご協力が必要・
不可欠です。
　地域の医療機関が同じ志をもつ集合体とすれば、
地域医療のための連携・相互理解はそう難しくない
ように思われますが、実際には時間がかかります。
現在ではより積極的に協力関係の構築や教育を行お
うとする発展的な関係が育まれつつあると感じてい
ます。佐倉病院では教育と医療連携の関係も重視し
てきました。診療の質はもちろんですが、教育は基
本的部分で受け継がれ、院内外の教育連携、医療連
携・地域医療と密接に関わります。地域の皆様と伴
に誇れる医療・教育体制の文化・伝統の構築と地域
医療の充実を目指して参りますので、今後ともよろ
しくお願い申し上げます。

東邦大学医療センター佐倉病院　副院長／教育・検査研究担当　蛭田 啓之
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外来受診のご案内  
■開扉時間　8：10
■受付時間　初診 8：30～11：00　再診 8：30～11：00
　　　　　　※一部診療科では午後の受付となる場合があります
■休 診 日　日曜日・祝祭日・第3土曜／創立記念日（6月10日）
　　　　　　年末年始（12月29日～1月3日）
■代表電話番号　043-462-8811
　予約変更専用　043-462-0489（平日14時～16時）
■健康保険証（原本）、その他の公費負担受給者証（原本）を必ず
　ご持参下さい。
■各科外来担当医はホームページ
　https://www.sakura.med.toho-u.ac.jp　をご覧ください。

お見舞いについて  
■面会時間　 平　　　日 15：00～19：00

土・日・祝日
創立記念日
年 末 年 始

11：00～19：00
（2階西病棟13：00～19：00）

　
   （制限中）

　　防災センターで面会手続きの上、お見舞いカードを装着して
　お入り下さい。
　　時間内での面会が無理な場合は看護師にご相談下さい。状況
　に応じ時間外面会許可証を発行いたします。

栄養相談のご案内　～生活習慣病だけではありません～
栄養部　鮫田 真理子

地域教育連携と医療連携について

※ 平日同様に外来・手術等を
しております。

平日診療体制

祝　日
 5月 5日（木）
 7月18日（月）
 9月19日（月）
10月10日（月）
11月23日（水）

土　曜

 4月30日（土）
 7月30日（土） 
 9月24日（土）
10月29日（土）
11月 5日（土）

※ 救急のご依頼はお問い合わせ
ください。

休　診

◆　 院内すべての方にマスク着用
および手指消毒の徹底をお願
いしております。

◆　 随時体温測定などをおこない、
体調の管理・感染予防に努め
ております。

◆　 感染症対策のために入院患者さ
んへの面会を制限しております。

　ストレスフルな毎日が続いておりますが、予断を許さない状況に変
わりありません。改めて身を引き締めて頂き、「新しい生活様式」の実
践と、感染対策・予防に努めてくださいますようお願い申し上げます。

　　　 7 つの感染予防策（厚生労働省ホームページより） 　　　

栄養部　管理栄養士

佐倉病院公開講座のお知らせ
　新型コロナウイルス感染症のため公開講座の開催
を中止しております。Withコロナに向けて、さま
ざまな施策・啓発が行われていますが、未だに多く
の新規感染者が報告され、リバウンドや変異株の拡
大が危惧されています。ワクチンが皆様に届くのも
まだしばらく時間がかかりますし、今後の状況も見
通せません。病気は感染症だけではなく、通常の診
療・治療も維持しなければなりませんが、皆様のご
協力が必要不可欠です。
　今年度の公開講座について再開時期・開催方法を
検討中です。詳細につきましては院内掲示や当院
ホームページなどでお知らせする予定です。

感染症対策への取り組み

2022年診療体制変更（祝日・土曜）について
以下の祝日は平日診療体制、土曜日は休診とさせていただきます。
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患者の権利

●質の高い公正な医療が受けられます
●個人の尊厳が守られます
●個人のプライバシーが保障されます
●必要な医療情報の説明が受けられます
●セカンドオピニオンが保障されています
●医療行為について自己選択ができます

基 本 理 念

●質の高い医療を安全に提供する病院

●地域に貢献する病院

●人間愛を共有する病院

●楽しく明るくチャレンジする病院

●良き医療人を育成する病院

～ 患 者 さ ん と 病 院 を 結 ぶ 情 報 誌 ～
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　2022年２月１日現在、まだまだ世界中で
COVID-19の猛威が続いています。日本でも、１
月早々よりデルタ株からオミクロン株への置き換わ
りによる第６波の急激な感染拡大が始まりました。
日本国内で初めてオミクロン株が確認されたのは昨
年11月28日の空港検疫で、その３週間後には大阪
府で市中感染が認められています。オミクロン株は
感染力が強力で感染者１人が他者にうつす平均人数
「実行再生産数」はデルタ株の３～６倍とされ、倍
加時間も２～３日と短いのが特徴です。オミクロン
株はウイルス表面にあるスパイク蛋白質の遺伝子に
30か所程度の遺伝子変異があり、このうち15か所
程度の変異が感染の成立に関わる受容体結合部位に
存在しています。これによって、従来のコロナウイ
ルスよりもヒトの細胞に結合しやすくなった可能性
が考えられます。
　オミクロン株の感染者で多い症状は、鼻水、頭
痛、疲労、咽頭痛など一般的な風邪と同じで、世界
保健機関WHOも肺炎を引き起こす他の変異ウイル
スとは異なり、鼻や喉など上気道の炎症にとどまる
ケースが多いとの見解を示しています。オミクロン
株の重症化の頻度は少ないのですが、感染者が爆発
的に増え一定の割合で入院患者、重症者が出たため
に、医療の逼迫を引き起こしました。オミクロン株
は10歳未満の子供に感染が拡大し、家
庭内での感染だけでなく、小学校や保育
所などでの子供から子供への感染が大き
な課題となったため、学校や保育所内で
の感染対策が極めて重要となりました。
　日本で接種が実施されているファイ
ザー／モデルナ社の新型コロナワクチン
は、人類に対して初めて実用化された
mRNAワクチンです。コロナウイルスの
スパイク蛋白質の設計図となるmRNAを
注入し、ヒトの細胞内でスパイク蛋白質

を作らせることによって、体内の免疫機構が中和抗
体を産生する仕組みとなっています。
　アメリカ疾病対策センター（CDC）はオミクロ
ン株に対するワクチンの効果について、３回目の
ブースター接種に関する新たなデータを公開しま
した。ファイザー／モデルナ社のmRNAワクチン
の３回目のブースター接種の入院を防ぐ有効性は
90%と高く、これに対して２回接種の有効性は２
回目の接種から半年以上経過した時点で57%と低
下していました。また、救急診療の受診を防ぐ３回
目のブースター接種の有効性は82%、一方、半年
以上経過した２回接種は38%の有効性でしか防ぐ
ことができませんでした。アメリカ国内のオミクロ
ン株の感染者を調べたところ、症状が現れる可能性
はブースター接種をした人の方が２回接種の人より
も66%低く抑えられており、新型コロナの発症リ
スクはワクチン未接種で最も高かったという解析結
果が医学誌に掲載されました。３回目のブースター
接種は、オミクロン株に対しても発症と重症化の双
方に対して予防効果があることが示されました。
　当院は佐倉市との連携で、新型コロナワクチンの
接種を実施しています。COVID-19の収束に向け
て、引き続き感染対策の徹底、ワクチンの接種等、
よろしくお願いします。

　東邦大学医学部の平成４年
卒です。この度、令和３年12
月に本学医学部臨床支援室
から当院メンタルヘルスクリ
ニックに着任しました。
　医学部卒業後は心療内科に
入局して心身医学の臨床に従
事しておりました。その後、
国が平成16年に医師臨床研修
制度を開始したため平成19

年に医学部に移籍し、以後は主に教育系や管理系の業務
に専任しておりました。前職では研修医向けの研修セン
ター業務や、関係省庁出向、教員評価、人間ドックなど
の検診業務、外国人医療支援などに従事し、昨今のコロ
ナ禍においては国の要請に応え、羽田空港に海外渡航者

PCRセンターを緊急設立し、その運営に専念しておりま
した。
　今回メンタルヘルスの臨床に専従復帰するのは15年
ぶりです。しかし平成８年から２年間佐倉病院で内科研
修をさせて頂いたことが契機で翌９年より非常勤で当
院メンタルヘルスクリニックの外来を担当しておりまし
た。また他県ですが外勤先である国立病院機構では政策
医療である成育医療の一部として、小児科等の医師・養
護学校・自治体と連携し不登校児者の成育心身医療に現
在も従事しております。
　非常勤から常勤へと新たな気持ちで佐倉病院の展開す
る医療をメンタルヘルスの側面から担当して参ります。
　なお当院は大学が設立する総合病院ですので、成人を
中心に特定の領域に拘らず幅広く総合病院精神科医療に
従事いたします。どうぞよろしくお願い致します。

新任のご挨拶
メンタルヘルスクリニック　講師　松﨑 淳人

新たにICU・HCUを開設しました
心臓血管外科　教授　本村 昇

　東邦大学佐倉病院に新しいICUとHCUができました。佐倉病院
には重症の患者さんだけを対象として治療するICU（集中治療室、
Intensive Care Unit）があります。心臓大血管手術や脳外科の術後患
者さんや心筋梗塞、呼吸不全、意識障害といった急性の重症患者さん
を集中的に治療する場所です。人工呼吸器や循環補助装置（ECMO、
エクモなど）といった生命維持装置を24時間体制で使うことができま
す。ICUから病棟へとスムーズに快方に向かう方が殆どなのですが、中
には時間のかかる方もおられます。ICUと病棟の中間的な場所があれば
よりスムーズな治療が受けられます。これに相当する場所がHCU（高
度治療室、High Care Unit）です。佐倉病院ではこのほどHCUを新
設し2021年11月29日にオープン致しました。そしてこれに引き続
いて2022年（令和４年）１月14日には新ICUが大改築を経てオープ
ン致しました。HCUは８床、ICUは６床です。重症の術後や急性疾患
などは引き続きICUで治療し、その後病棟に移るまでをHCUで治療で
きるようになりました。また、病棟では難しいがICU程でない場合でも
HCUでの対応が可能となりました。新型コロナ重症患者さんはHCUで
診ることと致しました。そのためHCUには陰圧装置を備えた個室（室
内空気を外に出さないようにする）を準備しました。一方でICUでは新
型コロナ以外の一般重症患者さんを診ることとし、一般重症の方の診療
に支障が来さないよう配慮致しました。
　ICUもHCUもウツワだけが立派では仕方がありません。患者さん達
のそして地域の先生方の最後の砦として機能していくためにも我々１人
１人が心と力を合わせて病気に立ち向かっていく姿が重要だと思ってい
ます。今後とも皆様に愛される佐倉病院であり続けたいと思っておりま
す。これからもご支援ご協力の程よろしくお願い申し上げます。

新型コロナウイルス・オミクロン株
に対するワクチンの有効性

感染対策室　臨床教授　長島 誠

松﨑 淳人 講師

真新しい、開かれた環境のICU

HCU個室に設置された陰圧装置

新しいICU・HCUの入り口


